
神楽門前湯治村
クルーズ客船用:

神楽鑑賞付きプランのご紹介



タリフ

お一人様 10,500円

✓



神楽門前湯治村について

神楽門前湯治村は、
日本の昭和の田園風景を再現した街並みです。天然温泉をはじめ、格子造りの旅籠屋や湯治宿、お食事処、
茶店などが通りに軒を連ねています。また伝統芸能「神楽」の鑑賞施設が2か所あり、年間150日を超える神楽
公演数を誇り、広島県内で唯一1年を通して神楽を鑑賞できる施設です。

●お食事場所について
『宴会場 ひいらぎ屋』（旅籠千両萬両内）椅子テーブル 40席
40名以上の場合のお食事場所は、『かむくら座 or 神楽ドーム』（神楽観劇施設）になります。
その際のお料理は、幕の内弁当でのご用意となりますが、ご鑑賞しながらのお食事が可能です。

●神楽鑑賞場所
『かむくら座』（神楽資料館内）
椅子席 45 席 桟敷席 90 席 椅子席は土足可、桟敷席は靴を脱ぐ必要がありますが、
椅子席を増やすことも可能です。ご相談ください。
『神楽ドーム』 常設1,000席（椅子席・桟敷席合わせて）

●予約受付開始
１年前より可。神楽の公演内容については、１ヶ月前に決定いたします。
事前に神楽の演目のリクエストがある場合はご予約時にお知らせください。調整後、ご連絡いたします。



料金のご案内
神楽貸切公演 日曜日・祝日にご利用の場合（神楽定期公演をご鑑賞）

催行日に神楽貸切公演をご用意 神楽門前湯治村で毎週末開催されている神楽公演をご鑑賞

神楽鑑賞後の神楽団員との交流や演舞体験などの特別な体験もご用意いたします 神楽が奉納されるお祭りのような風情をお楽しみいただけます

【セット内容】 【セット内容】

●ご昼食 ●ご昼食

●ひろしま安芸高田神楽貸切公演 ●ひろしま安芸高田神楽定期公演（毎週末開催）

●神楽体験（衣装試着・楽屋訪問・演舞体験など） ●神楽体験（衣装試着・楽屋訪問）

●お土産（神楽グッズなど） ●お土産（神楽グッズなど）

【料金形態】 【料金形態】

催行人数
販売価格
（税込）

神楽観劇会場 昼食会場 昼食内容 催行人数
販売価格
（税込）

神楽観劇会場 昼食会場 昼食内容

26名様～ 13,000かむくら座 ひいらぎ屋 夜叉丼御膳 10名様～ 10,500 神楽定期公演
に準ずる

ひいらぎ屋 夜叉丼御膳

40名様以上 10,000神楽ドーム 神楽ドーム 幕ノ内弁当 40名様以上 10,500 神楽ドーム 幕ノ内弁当

※40名様以上の場合は、会場が神楽ドームになる可能性がございます。 ※神楽定期公演以外の日程の場合は料金が変動となる可能性がございます

●お土産一例 全行程共通

★神楽なりきりセット★

①神楽小道具（竹細工の剣・鬼棒など） ●バス・ガイド代なし

②手蜘蛛（神楽の妖術をあらわす） ※神楽専用ガイドなど希望に応じてオプション追加可能（料金要相談）

③足袋

お土産を活用して。。。 ●お食事なしにもご対応

神楽小道具と手蜘蛛を用いて、舞台上で演舞体験可能 ※上記価格から税込み2,500円を引いた料金でご案内いたします。



お食事のご案内

⚫ 新名物の夜叉丼
もともとは、安芸高田の名物夜叉うどんをインバウンド用に食べやすい丼にし
たもの。味噌ベースの出汁に辛みがプラスされ、後ひく美味しさに仕上がって
います。

⚫ 縄文アイス
古代米を使用し、牛乳は広島県でもっとも
ファンの多い砂谷牧場のものを使用。
お米の優しい甘さとくちどけの良さの中に、
不思議な食感のお米が入っています。

⚫ 安芸高田の季節野菜のせいろ蒸し
地元安芸高田の農家でつくられた季節のお野菜をせいろ蒸しでたっぷりと召し
上がっていただきます。

安芸高田焼き（お好み焼きハーフ）に変更可能【事前注文】
安芸高田焼きとは？
鶏肉を使用しています。
食材には神楽にちなんだ 5 色の食材を使用しています。
青のり（青）、紅しょうが（赤）、卵（黄）、餅（白）、ソース（黒）



お食事について ベジタリアンビーガン対応状況

ベジタリアンビーガンの方は、夜叉丼を
・十六穀米の大豆ミートそぼろ丼
・十六穀米の大豆ミートキーマカレー
に変更いたします。ご予約時、または、手仕舞時にお知らせください。
ネームリストにてお知らせいただけたら、非常に助かります。その際、席割り（グループ毎）させていただきます。

お苦手食材のあるお客様への対応について
ご予約時、または、手仕舞時にお知らせください。できる限り対応させていただきますが、食材の仕入れ状況によりますので、
ご確約はいたしかねます。

十六穀米の大豆ミートキーマカレー十六穀米の大豆ミートそぼろ丼



施設のご案内

神楽門前湯治村での食事は独立した宴会場を活用し、４０名程度椅子席で可能
（靴は脱ぐ必要があります）



神楽門前湯治村のご案内

神楽門前湯治村の外観イメージ お土産物店内（神楽関連グッズ、駄菓子などを販売）
村のあちこちに昔の田舎の風物詩があり、フォトスポットとしも人気です。



• 八岐大蛇（やまたのおろち）

代表格の神楽演目。悪行により天上を追われた須佐之男命（すさのおのみこと）は、放

浪の旅の途中、出雲の国にて八岐大蛇の災難に嘆き悲しむ老夫婦とその娘・櫛稲田姫

（くしいなだひめ）に出会う。理由を聞くと、川上に"八岐大蛇"という大蛇が棲み、老夫

婦の8人の娘が毎年1人ずつ喰われ、今年は最後に残った櫛稲田姫の番となったと語る。

そこで、命は、一計を案じ、毒酒で大蛇を酔わせて最後には討ち取る。最大8匹の大蛇が

登場する迫力満点の演目。

• 安芸高田市では、地区の氏神社ごとに神楽団が編成されており、その数なんと二十二！

だから、神楽門前湯治村で、年中神楽を見ることができるんです。

• 神楽を見るときのルールはとっても【ゆるい】

お酒を飲みながら観る 寝転んで観る 客席で何か食べる 客席から離れる

お友達としゃべる 無造作に掛け声をかける セキ・くしゃみ

これら、ぜーんぶ「おとがめなし」です。一般の芸能鑑賞では、いけないとされることがおおか

た許されます。

• お花代について

神楽団員は全員アマチュアです。心付け（チップ）として、お気持ちを花代として包んでい

ただけると、非常に喜びます。

神楽のあれこれ



お問い合わせお待ちしています

front@toujimura.com
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